
※１【盛土規制法】
宅地造成及び特定盛土等規制法。宅地造
成、特定盛土等又は土石の堆積に伴う崖
崩れ又は土砂の流出による災害の防止の
ため必要な規制を行う

※２ 【地域計画】
農業者や地域の方との話し合いに
 より策定される地域の将来の農地
利用の姿を明確化した設計図

※３ 【階層化】
役割や機能が異なる路線を階層
的に連結し、需要特性に応じて
適切なサービス水準を設定する
　ネットワークの構成方法

※４ 【地域未来投資促進法】
地域の特性を活用した事業の生み
出す経済的効果に着目し、これを
最大化しようとする地方公共団体
の取り組みを支援するもの

※５ 【50 戸連たん制度】
市街化調整区域のうち、敷地相互間が55ｍ
以内毎に50戸以上の建築物が集まっている
場合に、自己用住宅の開発を許可する制度

※６ 【20 戸連たん制度】
人口減少が著しい市街化調整区域のうち、
敷地相互間が55ｍ以内毎に20戸以上の建築
物が集まっている場合に、自己用住宅の開
発を許可する制度

　
　
表
町
三
丁
目
の
時
計
台
周
辺
の
休
日
の

通
行
者
数
を
計
測
し
、
開
館
前
の
令
和
５
年

８
月
と
開
館
後
の
10
月
を
比
べ
た
と
こ
ろ
２

〜
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　
ハ
レ
ノ
ワ
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
岡
山
城

　
　
地
形
等
の
条
件
か
ら
、
盛
土
等
が
行
わ

れ
れ
ば
人
家
等
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
の

あ
る
エ
リ
ア
を
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
と
し

て
指
定
す
る
。
こ
の
た
め
、
７
年
５
月
ま
で

に
基
礎
調
査
を
実
施
し
候
補
区
域
を
選
定
・

公
表
し
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
規
制
区
域
を
指
定
す
る
。
基
礎
調
査
に
必

要
な
予
算
は
６
年
２
月
議
会
で
補
正
予
算
に

計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可

制
度
を
見
直
す
予
定
。
具
体
的
に
は
市
街
化

区
域
縁
辺
部
等
で
の
低
密
度
な
市
街
地
の
拡

大
を
抑
制
す
る
た
め
、
50
戸
連
た
ん
制
度
を

廃
止
し
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
宅
地
と
農

地
の
混
在
を
防
ぎ
優
良
な
営
農
環
境
を
保
全

す
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
の
抑
制

に
つ
な
げ
た
い
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
著
し
い
地
域
で
は
、

集
落
活
性
化
を
目
的
に
20
戸
連
た
ん
制
度
の

新
設
と
空
き
家
の
用
途
変
更
を
緩
和
し
、
土

地
利
用
の
規
制
を
緩
和
す
る
。
住
宅
の
建
築

や
空
き
家
の
利
活
用
が
行
い
や
す
く
な
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
令
和
元
年
の
導
入
以
来
、
火
災
現
場
で

４
件
、
水
難
事
故
で
２
件
、
行
方
不
明
者
の

捜
索
で
２
件
、
火
災
後
の
現
場
調
査
で
30
件

の
使
用
実
績
が
あ
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
災
害
の
規
模
や
進
入

困
難
な
現
場
の
状
況
を
俯
瞰
し
て
把
握
で
き
、

効
率
的
な
活
動
や
危
険
個
所
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
。
ま
た
火
災
の
調
査
で
は
焼
損
状

況
の
詳
細
な
画
像
を
記
録
で
き
る
な
ど
、
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
路
線
を
階
層

化
し
て
供
給
力
を
適
正
配
分
し
、
コ
ス
ト
の

軽
減
を
図
る
。
②
初
乗
り
や
中
心
部
の
運
賃

の
見
直
し
を
含
め
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し

や
す
い
運
賃
体
系
に
見
直
す
。
③
バ
ス
の
運

行
情
報
の
一
元
化
や
シ
ス
テ
ム
の
統
合
に
よ

り
利
便
性
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　
今
後
は
、
路
線
の
再
編
や
公
共
交
通
事
業

者
へ
の
市
の
支
援
内
容
等
を
協
議
会
に
提
示

し
、
全
事
業
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
利
便

増
進
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
令
和
７
年
３
月
を
目
途
に
策
定
す
る
本

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
農
業

の
担
い
手
や
農
地
所
有
者
、
集
落
の
代
表
者

な
ど
幅
広
い
関
係
者
を
巻
き
込
み
、
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
団
体
等
か
ら
視
覚
や
聴
覚
に

障
が
い
が
あ
る
方
に
向
け
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
当
事

者
の
方
々
と
望
ま
し
い
対
応
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
他
都
市
の
取
り
組

み
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
具
体
化
に
向
け
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
加
齢
性
難
聴
に
係
る
補
聴
器
購
入
制
度

は
、
指
定
都
市
の
会
議
を
通
じ
て
国
の
制
度

創
設
を
求
め
て
い
る
。
本
市
独
自
で
助
成
制

度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
が
、
補
聴
器
の
装

着
の
有
無
に
よ
る
認
知
症
の
発
症
率
の
差
に

関
す
る
国
の
研
究
結
果
も
注
視
し
、
他
自
治

体
の
先
行
事
例
な
ど
も
研
究
し
て
い
く
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
よ
り
国
の
交
付
金
を
公

共
交
通
の
維
持
・
拡
充
に
活
用
で
き
る
。

　
　
法
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
に
東
区
の

製
造
業
な
ど
２
件
の
設
備
投
資
を
促
進
し
た
。

法
の
支
援
措
置
に
は
、
農
地
転
用
許
可
や
市

街
化
調
整
区
域
の
開
発
許
可
に
関
す
る
配
慮

が
あ
る
。
５
年
12
月
末
に
は
開
発
許
可
の
対

象
施
設
を
拡
大
す
る
制
度
改
正
が
あ
り
、
高

速
Ｉ
Ｃ
や
幹
線
道
路
に
近
接
す
る
区
域
で
、

工
場
、
研
究
施
設
ま
た
は
物
流
施
設
の
立
地

が
可
能
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
東
区
に
お

い
て
も
工
場
等
の
立
地
の
可
能
性
が
広
が
る

た
め
、
改
正
内
容
を
周
知
し
、
企
業
の
立
地

を
進
め
た
い
。

　
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
６
年
度
の
受

け
入
れ
に
向
け
、
５
年
度
に
芳
明
、
中
山
の

児
童
ク
ラ
ブ
で
専
用
施
設
が
完
工
予
定
だ
。

７
年
度
に
向
け
た
整
備
で
は
、
６
年
度
に
西

大
寺
、
高
島
、
横
井
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
設

を
予
定
し
て
い
る
。

　
特
別
教
室
の
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
が
必
要
な
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
６
年
度
の
入
所
申
請
状
況
等

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
段
階
で
は
確
定

で
き
な
い
が
、
待
機
児
童
の
発
生
が
見
込
ま

れ
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
や
学
校
の
協
力
を
得
て
協
議
を
進
め
て
お

り
、
10
校
程
度
の
目
途
が
つ
い
た
。

　
人
材
確
保
策
は
、
応
募
を
増
や
す
た
め
、

就
職
相
談
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し

て
い
る
ほ
か
、
校
長
会
で
募
集
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
地
元
の
方
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
紹
介

を
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
づ

く
り
、
ハ
レ
ま
ち
通
り
の
１
車
線
化
な
ど
回

遊
性
を
高
め
る
取
り
組
み
、
さ
ら
に
民
間
の

再
開
発
事
業
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
街
に
大
き

な
躍
動
感
が
生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

※

５

※

６

※

３

ふ  

か
ん

　
　
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ
ノ
ワ
が
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
立
地
す
る
表
町
三

丁
目
に
加
え
、
周
辺
に
も
良
い
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
街
の
変
化
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　
令
和
３
年
に
熱
海
市
で
発
生
し
た
土

石
流
災
害
を
教
訓
と
し
、
令
和
５
年
５
月

に
盛
土
規
制
法
が
施
行
さ
れ
た
。
本
市
の

特
定
盛
土
等
規
制
区
域
の
指
定
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
農
業
の
展
望
を
描
く
地
域
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
建
部
、
吉
備
、
高
松
、
一

宮
地
域
の
農
家
３
１
６
６
戸
に
対
し
、
地

域
農
業
の
将
来
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

Ｑ
　
視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
情
報
の

取
得
や
利
用
に
は
多
く
の
苦
労
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
に
配
布
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
も
そ
の
一
つ
だ
。
他
の
自
治
体
で
は

耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
検
討
し

　
　
本
市
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

課
題
と
し
て
、
周
辺
地
域
で
の
人
口
減
少

の
進
行
と
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
挙
げ
て

い
る
が
、
そ
の
解
決
策
は
。 

　
　
消
防
局
で
は
災
害
現
場
で
の
被
災
状

況
の
把
握
等
の
た
め
、
３
台
の
ド
ロ
ー
ン

　
　
地
域
の
公
共
交
通
が
果
た
す
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
中
、
地
域
公
共
交
通

網
形
成
協
議
会
で
地
域
公
共
交
通
計
画
の

素
案
が
示
さ
れ
た
が
、
素
案
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
今
後
の
展
開
は
。

　
　
認
知
症
の
約
８
割
は
、
加
齢
性
難
聴

等
の
放
置
が
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
軽
度
認
知
障
害
の
時
点
で
難
聴
が
あ

る
場
合
、
で
き
る
だ
け
早
く
補
聴
器
を
装

着
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
だ
。
購
入
し

た
く
て
も
高
額
で
買
え
な
い
方
も
多
い
。

他
都
市
で
は
購
入
費
助
成
制
度
が
創
設
さ

れ
て
い
る
が
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
、
人
材
確
保

　
　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
り
、
東

区
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待

で
き
る
か
。

実
施
し
て
い
る
が
、
実
効
性
の
あ
る
地
域

計
画
に
す
る
た
め
の
課
題
は
。

を
導
入
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
か
。

て
い
る
。
視
覚
障
が
い
者
が
情
報
取
得
で

き
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
。

も
含
め
た
具
体
的
な
対
策
は
。

※

２

※

１

※

４

地
域
公
共
交
通
の
再
生
に
取
り
組
む

認
知
症
防
止
に
難
聴
対
策
が
重
要

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

一
般
質
問

４

一
般
質
問

一
般
質
問

34
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

街
に
大
き
な
躍
動
感
を
生
ん
だ

ハ
レ
ノ
ワ
開
館
と
各
種
の
事
業

危
険
な
盛
土
等
の
規
制
区
域
を
指
定

地
域
の
農
地
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

障
が
い
者
が
使
い
や
す
い

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
検
討

開
発
許
可
制
度
を
見
直
し

市
街
化
調
整
区
域
の
課
題
解
決
へ

災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

現
場
で
の
活
動
を
効
率
化

企
業
立
地
の
推
進
に
向
け

制
度
改
正
で
対
象
施
設
拡
大

５

く
ら
しLife

受け入れ拡大が進む放課後児童クラブ

ハレノワのにぎわい

バス路線の見直し等が一歩前進

ま
ち
づ
く
り

C
om

m
unity 

              Planning

さまざまな利用が期待されるドローン



※１【盛土規制法】
宅地造成及び特定盛土等規制法。宅地造
成、特定盛土等又は土石の堆積に伴う崖
崩れ又は土砂の流出による災害の防止の
ため必要な規制を行う

※２ 【地域計画】
農業者や地域の方との話し合いに
 より策定される地域の将来の農地
利用の姿を明確化した設計図

※３ 【階層化】
役割や機能が異なる路線を階層
的に連結し、需要特性に応じて
適切なサービス水準を設定する
　ネットワークの構成方法

※４ 【地域未来投資促進法】
地域の特性を活用した事業の生み
出す経済的効果に着目し、これを
最大化しようとする地方公共団体
の取り組みを支援するもの

※５ 【50 戸連たん制度】
市街化調整区域のうち、敷地相互間が55ｍ
以内毎に50戸以上の建築物が集まっている
場合に、自己用住宅の開発を許可する制度

※６ 【20 戸連たん制度】
人口減少が著しい市街化調整区域のうち、
敷地相互間が55ｍ以内毎に20戸以上の建築
物が集まっている場合に、自己用住宅の開
発を許可する制度

　
　
表
町
三
丁
目
の
時
計
台
周
辺
の
休
日
の

通
行
者
数
を
計
測
し
、
開
館
前
の
令
和
５
年

８
月
と
開
館
後
の
10
月
を
比
べ
た
と
こ
ろ
２

〜
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　
ハ
レ
ノ
ワ
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
岡
山
城

　
　
地
形
等
の
条
件
か
ら
、
盛
土
等
が
行
わ

れ
れ
ば
人
家
等
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
の

あ
る
エ
リ
ア
を
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
と
し

て
指
定
す
る
。
こ
の
た
め
、
７
年
５
月
ま
で

に
基
礎
調
査
を
実
施
し
候
補
区
域
を
選
定
・

公
表
し
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
規
制
区
域
を
指
定
す
る
。
基
礎
調
査
に
必

要
な
予
算
は
６
年
２
月
議
会
で
補
正
予
算
に

計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可

制
度
を
見
直
す
予
定
。
具
体
的
に
は
市
街
化

区
域
縁
辺
部
等
で
の
低
密
度
な
市
街
地
の
拡

大
を
抑
制
す
る
た
め
、
50
戸
連
た
ん
制
度
を

廃
止
し
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
宅
地
と
農

地
の
混
在
を
防
ぎ
優
良
な
営
農
環
境
を
保
全

す
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
の
抑
制

に
つ
な
げ
た
い
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
著
し
い
地
域
で
は
、

集
落
活
性
化
を
目
的
に
20
戸
連
た
ん
制
度
の

新
設
と
空
き
家
の
用
途
変
更
を
緩
和
し
、
土

地
利
用
の
規
制
を
緩
和
す
る
。
住
宅
の
建
築

や
空
き
家
の
利
活
用
が
行
い
や
す
く
な
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
令
和
元
年
の
導
入
以
来
、
火
災
現
場
で

４
件
、
水
難
事
故
で
２
件
、
行
方
不
明
者
の

捜
索
で
２
件
、
火
災
後
の
現
場
調
査
で
30
件

の
使
用
実
績
が
あ
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
災
害
の
規
模
や
進
入

困
難
な
現
場
の
状
況
を
俯
瞰
し
て
把
握
で
き
、

効
率
的
な
活
動
や
危
険
個
所
の
早
期
発
見
に

つ
な
が
る
。
ま
た
火
災
の
調
査
で
は
焼
損
状

況
の
詳
細
な
画
像
を
記
録
で
き
る
な
ど
、
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
①
路
線
を
階
層

化
し
て
供
給
力
を
適
正
配
分
し
、
コ
ス
ト
の

軽
減
を
図
る
。
②
初
乗
り
や
中
心
部
の
運
賃

の
見
直
し
を
含
め
、
分
か
り
や
す
く
利
用
し

や
す
い
運
賃
体
系
に
見
直
す
。
③
バ
ス
の
運

行
情
報
の
一
元
化
や
シ
ス
テ
ム
の
統
合
に
よ

り
利
便
性
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　
今
後
は
、
路
線
の
再
編
や
公
共
交
通
事
業

者
へ
の
市
の
支
援
内
容
等
を
協
議
会
に
提
示

し
、
全
事
業
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
利
便

増
進
実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
令
和
７
年
３
月
を
目
途
に
策
定
す
る
本

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
農
業

の
担
い
手
や
農
地
所
有
者
、
集
落
の
代
表
者

な
ど
幅
広
い
関
係
者
を
巻
き
込
み
、
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
団
体
等
か
ら
視
覚
や
聴
覚
に

障
が
い
が
あ
る
方
に
向
け
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
当
事

者
の
方
々
と
望
ま
し
い
対
応
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
他
都
市
の
取
り
組

み
を
情
報
収
集
し
な
が
ら
具
体
化
に
向
け
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
加
齢
性
難
聴
に
係
る
補
聴
器
購
入
制
度

は
、
指
定
都
市
の
会
議
を
通
じ
て
国
の
制
度

創
設
を
求
め
て
い
る
。
本
市
独
自
で
助
成
制

度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
が
、
補
聴
器
の
装

着
の
有
無
に
よ
る
認
知
症
の
発
症
率
の
差
に

関
す
る
国
の
研
究
結
果
も
注
視
し
、
他
自
治

体
の
先
行
事
例
な
ど
も
研
究
し
て
い
く
。

こ
の
計
画
の
策
定
に
よ
り
国
の
交
付
金
を
公

共
交
通
の
維
持
・
拡
充
に
活
用
で
き
る
。

　
　
法
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
に
東
区
の

製
造
業
な
ど
２
件
の
設
備
投
資
を
促
進
し
た
。

法
の
支
援
措
置
に
は
、
農
地
転
用
許
可
や
市

街
化
調
整
区
域
の
開
発
許
可
に
関
す
る
配
慮

が
あ
る
。
５
年
12
月
末
に
は
開
発
許
可
の
対

象
施
設
を
拡
大
す
る
制
度
改
正
が
あ
り
、
高

速
Ｉ
Ｃ
や
幹
線
道
路
に
近
接
す
る
区
域
で
、

工
場
、
研
究
施
設
ま
た
は
物
流
施
設
の
立
地

が
可
能
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。
東
区
に
お

い
て
も
工
場
等
の
立
地
の
可
能
性
が
広
が
る

た
め
、
改
正
内
容
を
周
知
し
、
企
業
の
立
地

を
進
め
た
い
。

　
　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
６
年
度
の
受

け
入
れ
に
向
け
、
５
年
度
に
芳
明
、
中
山
の

児
童
ク
ラ
ブ
で
専
用
施
設
が
完
工
予
定
だ
。

７
年
度
に
向
け
た
整
備
で
は
、
６
年
度
に
西

大
寺
、
高
島
、
横
井
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
設

を
予
定
し
て
い
る
。

　
特
別
教
室
の
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
が
必
要
な
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
６
年
度
の
入
所
申
請
状
況
等

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
段
階
で
は
確
定

で
き
な
い
が
、
待
機
児
童
の
発
生
が
見
込
ま

れ
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
や
学
校
の
協
力
を
得
て
協
議
を
進
め
て
お

り
、
10
校
程
度
の
目
途
が
つ
い
た
。

　
人
材
確
保
策
は
、
応
募
を
増
や
す
た
め
、

就
職
相
談
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し

て
い
る
ほ
か
、
校
長
会
で
募
集
チ
ラ
シ
を
配

布
し
、
地
元
の
方
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
紹
介

を
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
づ

く
り
、
ハ
レ
ま
ち
通
り
の
１
車
線
化
な
ど
回

遊
性
を
高
め
る
取
り
組
み
、
さ
ら
に
民
間
の

再
開
発
事
業
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
街
に
大
き

な
躍
動
感
が
生
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

※
５

※

６

※

３

ふ  

か
ん

　
　
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ
ノ
ワ
が
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
立
地
す
る
表
町
三

丁
目
に
加
え
、
周
辺
に
も
良
い
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
街
の
変
化
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

　
　
令
和
３
年
に
熱
海
市
で
発
生
し
た
土

石
流
災
害
を
教
訓
と
し
、
令
和
５
年
５
月

に
盛
土
規
制
法
が
施
行
さ
れ
た
。
本
市
の

特
定
盛
土
等
規
制
区
域
の
指
定
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
農
業
の
展
望
を
描
く
地
域
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
建
部
、
吉
備
、
高
松
、
一

宮
地
域
の
農
家
３
１
６
６
戸
に
対
し
、
地

域
農
業
の
将
来
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

Ｑ
　
視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
、
情
報
の

取
得
や
利
用
に
は
多
く
の
苦
労
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
に
配
布
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
も
そ
の
一
つ
だ
。
他
の
自
治
体
で
は

耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
検
討
し

　
　
本
市
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

課
題
と
し
て
、
周
辺
地
域
で
の
人
口
減
少

の
進
行
と
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
挙
げ
て

い
る
が
、
そ
の
解
決
策
は
。 

　
　
消
防
局
で
は
災
害
現
場
で
の
被
災
状

況
の
把
握
等
の
た
め
、
３
台
の
ド
ロ
ー
ン

　
　
地
域
の
公
共
交
通
が
果
た
す
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
中
、
地
域
公
共
交
通

網
形
成
協
議
会
で
地
域
公
共
交
通
計
画
の

素
案
が
示
さ
れ
た
が
、
素
案
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
今
後
の
展
開
は
。

　
　
認
知
症
の
約
８
割
は
、
加
齢
性
難
聴

等
の
放
置
が
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
軽
度
認
知
障
害
の
時
点
で
難
聴
が
あ

る
場
合
、
で
き
る
だ
け
早
く
補
聴
器
を
装

着
す
る
な
ど
の
対
策
が
必
要
だ
。
購
入
し

た
く
て
も
高
額
で
買
え
な
い
方
も
多
い
。

他
都
市
で
は
購
入
費
助
成
制
度
が
創
設
さ

れ
て
い
る
が
、
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
、
人
材
確
保

　
　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
よ
り
、
東

区
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
期
待

で
き
る
か
。

実
施
し
て
い
る
が
、
実
効
性
の
あ
る
地
域

計
画
に
す
る
た
め
の
課
題
は
。

を
導
入
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
か
。

て
い
る
。
視
覚
障
が
い
者
が
情
報
取
得
で

き
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
。

も
含
め
た
具
体
的
な
対
策
は
。

※

２

※

１

※

４

地
域
公
共
交
通
の
再
生
に
取
り
組
む

認
知
症
防
止
に
難
聴
対
策
が
重
要

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

一
般
質
問

４

一
般
質
問

一
般
質
問

34
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

街
に
大
き
な
躍
動
感
を
生
ん
だ

ハ
レ
ノ
ワ
開
館
と
各
種
の
事
業

危
険
な
盛
土
等
の
規
制
区
域
を
指
定

地
域
の
農
地
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

障
が
い
者
が
使
い
や
す
い

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
検
討

開
発
許
可
制
度
を
見
直
し

市
街
化
調
整
区
域
の
課
題
解
決
へ

災
害
時
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

現
場
で
の
活
動
を
効
率
化

企
業
立
地
の
推
進
に
向
け

制
度
改
正
で
対
象
施
設
拡
大

５

く
ら
しLife

受け入れ拡大が進む放課後児童クラブ

ハレノワのにぎわい

バス路線の見直し等が一歩前進

ま
ち
づ
く
り

C
om

m
unity 

              Planning

さまざまな利用が期待されるドローン



委
員
会
行
政

視
察
レ
ポ
ー
ト

※7 【Ｄigi 田（デジでん）甲子園】
デジタルの力を活用して地域課題の解決等に取り組む事例を幅広く募集し、特に優れたものを内閣総理大臣賞として表彰する取り組み。

　
　
保
護
者
を
支
え
る
「
ふ
れ
あ
い
親
の
会

を
毎
月
開
催
し
、
臨
床
心
理
士
等
の
資
格
を

有
す
る
相
談
員
と
保
護
者
の
方
々
が
気
軽
に

話
し
合
え
る
場
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
児

童
生
徒
や
公
民
館
等
へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

付
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
、

保
護
者
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。
学
校
で

は
必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
関
係
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。

」

　
　
端
末
の
活
用
率
向
上
の
た
め
に
、
５
年

度
は
国
の
端
末
活
用
推
進
の
モ
デ
ル
事
業
に

参
加
し
て
お
り
、
先
進
自
治
体
の
事
例
な
ど

を
学
び
、
市
内
の
小
・
中
学
校
各
１
校
で
実

践
し
て
い
る
。
６
年
１
月
に
は
そ
の
取
り
組

み
内
容
を
市
立
の
全
学
校
に
紹
介
す
る
予
定
。

情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
進
め
る
た
め
の
端

末
活
用
の
在
り
方
等
は
、
５
年
度
末
ま
で
に

策
定
す
る
指
針
に
盛
り
込
む
予
定
。

　
　
各
学
校
の
健
康
と
安
全
に
関
す
る
取
り

組
み
の
把
握
を
目
的
に
、
学
校
保
健
活
動
状

況
調
査
を
実
施
し
、
性
に
関
す
る
指
導
を
行

う
学
年
や
内
容
を
調
査
項
目
と
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の
外
部
講
師
の
活
用
は
33
件
で

性
感
染
症
や
デ
ー
ト
Ｄ
V
、
自
他
を
大
切
に

す
る
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
在
り
方
な
ど
の

内
容
で
あ
る
。

　
　
大
河
ド
ラ
マ
を
官
民
連
携
で
誘
致
し
、

地
元
の
誇
り
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
先
人

た
ち
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
を
目

的
に
、　「
戦
国
　
宇
喜
多
家
を
顕
彰
す
る
会

〜
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
を
目
指
し
て
〜
」
を
設

立
し
た
。
目
的
の
達
成
に
は
、
市
民
・
県
民

を
は
じ
め
と
す
る
地
元
の
機
運
の
高
ま
り
が

不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
地
元
の
方
や
団
体

が
自
主
的
な
活
動
を
行
い
、
機
運
が
高
ま
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
に
耳
を
傾
け
た
い
。

　
　
岡
山
市
も
も
た
ろ
う
観
光
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本
政
府
観
光
局
の
外
国
人
観
光
案
内
所
の

認
定
制
度
に
お
い
て
、
常
時
、
英
語
を
含
む

３
言
語
以
上
で
の
対
応
や
、
全
国
の
交
通
や

観
光
情
報
な
ど
を
提
供
で
き
る
機
能
が
求
め

ら
れ
る
最
上
位
区
分
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
に
認

定
さ
れ
て
い
る
。
新
幹
線
改
札
口
に
近
接
し

た
利
便
性
の
高
い
立
地
条
件
も
生
か
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
外
国
人
観
光
客
の
声
に
耳
を

傾
け
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
運
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
令
和
４
年
度
の
小
・
中
学
校
の
不
登

校
者
数
が
全
国
で
30
万
人
と
過
去
最
高
に

な
っ
た
が
、
本
市
で
も
同
様
に
過
去
最
多

と
な
り
、
看
過
で
き
な
い
状
況
だ
。
不
登

校
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
は
子
ど
も
と

同
様
、
孤
立
し
が
ち
で
あ
る
。
安
心
し
て

相
談
で
き
る
場
を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援

　
　
戦
国
武
将
宇
喜
多
家
を
さ
ら
に
周
知

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
市
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
考
え
て
い
く
中
、
市
民
や
団

体
の
企
画
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
よ
り
多
く
の
外
国
の
方
に
本
市
に
来

て
も
ら
う
よ
う
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
案

内
も
し
っ
か
り
行
え
る
観
光
案
内
所
と
し

て
、
岡
山
市
も
も
た
ろ
う
観
光
セ
ン
タ
ー

を
機
能
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
小
・
中
学
校
で
１
人
１
台
端
末
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
令

和
４
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
に

よ
る
と
、
政
令
市
の
う
ち
毎
日
活
用
し
た

と
答
え
た
割
合
が
小
学
生
は
下
か
ら
３
番

目
、
中
学
生
は
最
下
位
だ
。
今
後
の
改
善

計
画
と
、
改
善
に
あ
た
っ
て
モ
デ
ル
事
業

を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
国
の
「
こ
ど
も
・
若
者
の
性
被
害
防

止
の
た
め
の
緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に

は
、
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
啓
発
の
充
実

も
明
記
さ
れ
た
。
被
害
に
遭
っ
て
も
性
被

害
と
認
識
で
き
な
い
こ
と
や
、
加
害
者
と

の
関
係
性
な
ど
か
ら
相
談
で
き
ず
、
被
害

が
潜
在
化
・
深
刻
化
し
や
す
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
小
・
中
学
校
に

お
け
る
性
教
育
に
関
す
る
調
査
の
目
的
や

調
査
項
目
は
。
ま
た
、
外
部
講
師
の
授
業

の
実
施
状
況
は
。

策
は
あ
る
か
。

７

不
登
校
児
童
生
徒
の

保
護
者
を
支
え
る
支
援
策

学
校
で
の
端
末
活
用
を
進
め
る

子
ど
も
の
性
暴
力
被
害
を
防
ぐ

大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
を
目
指
し

地
元
と
共
に
機
運
を
高
め
る

外
国
人
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
観
光
案
内

一
般
質
問

教
育Education

６

　熊本市では、ＩＣＴの活用・事務の見直し等によ
る教職員の働き方改革などの取り組みを調査し、大
分市では、支援が必要な児童の情報を保護者や関係
機関で共有するつながりファイルの活用など、特別
支援教室の取り組みについて調査しました。下関市
では、子ども食
堂の立ち上げや
持続的な運営を
さまざまな方法
で支援する子ど
もの居場所支援
の取り組みを調
査しました。

　京都市中央卸売市場では、新水産棟と見学エリア
を視察し、大河ドラマ「どうする家康」ゆかりの地
である浜松市では、大河ドラマの放送を契機とした
観光戦略や地域活性化について学びました。横須賀
市では、Ｄigi田（デジでん）甲子園４位に入賞し、
窓口での待ち時間を大幅に短縮した書かない窓口の
取り組みについて、静岡市では、フェスティバル・
シティ施策と
フェスティバ
ル評価システ
ムについて調
査しました。

　金沢市では、市と専門団体が連携した金沢空き家
再生ひきうけ隊による空き家の活用などについて調
査しました。練馬区では、近隣の団地に工場の発電
後の排熱を利用した熱供給を行うシステムや CO2
削減などの効率的な設備が導入されている光が丘清
掃工場を視察しました。また、浄水場や配水池等の
高い耐震化率
を誇る名古屋
市では、水道
事業における
災害対策につ
いて調査しま
した。

　ワークライフバランスの推進が求められる中、平
成29年に労働時間革命自治体宣言を行い、日本一
前向きな市役所を目指している四條畷市の職員の働
き方改革の推進について調査しました。
　また、名古屋市では、消防団加入促進活動につい
て、機能別消防団として専門的な知識、技術を習得
した消防団員で構成される名古屋市マイスター消防
団と、大学生で
構成される大学
生消防団の導入
などを調査しま
した。

　多文化共生社会の実現を目指し、本市で暮らす外
国人への支援強化が図られる中、ＩＣＴを活用した
生活支援や、異文化の相互理解を深める地域交流を
推進している京都市の調査を行いました。
　また、災害時の情報伝達ネットワークが新型コロ
ナ対応にも役立った浜松市の災害医療体制や、名古
屋市の高齢者の見
守りの支援やフレ
イル予防の推進に
スマートフォンの
アプリを活用した
事業を調査しまし
た。

員会行政視察レポート

総務委員会

委員会では、先進的な取り組みを実施している他の
自治体などを視察し、その事例を岡山市の市政に反
映できるよう調査・研究を行っています。

保健福祉・協働委員会

市民・産業委員会

子ども・文教委員会

都市・環境委員会

消防団加入促進活動を調査 災害医療体制を学ぶ

書かない窓口の取り組みを学ぶ

教職員の働き方改革などを調査

高効率発電システムを学ぶ

名古屋市役所

横須賀市役所

浜松市役所

練馬区　光が丘清掃工場

熊本市役所

市

市

委

端末を活用した授業

岡山駅２階新幹線改札口に隣接している
岡山市ももたろう観光センター

　市議会テレビ「岡山市議会タイムズ」で
は、岡山市議会の仕組みや定例会の内容を
わかりやすくお伝えします！
　岡山市議会を身近に感じていただける番
組ですので、ぜひご覧ください！

本放送　３月24日（日）
　　　　午後１時30分～１時58分
再放送　３月25日（月）
　　　　午後３時25分～３時53分

第４回（予定）

※7 


